
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 麗澤大学 
設置者名 学校法人 廣池学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

外国語学部 外国語学科 
夜 ・

通信 

 

16  16 13  

経済学部 

経済学科 
夜 ・

通信 
14 

 14 13  

経営学科 
夜 ・

通信 
 14 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
http://syllabus.reitaku-u.ac.jp/web/show.php 

左側にある「科目検索」をクリック→「授業科目」の欄に「実務家教員科目」と入力

→検索→授業科目をクリックすると詳細の確認が可能 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  

http://syllabus.reitaku-u.ac.jp/web/show.php


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 麗澤大学 
設置者名 学校法人 廣池学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
事業計画書（令和元年度）13 ページ 

http://www.reitaku.jp/zaisei/2015053009295786.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
株式会社代表取締役社

長 

2019.3.19～ 

2022.3.18 
常務理事 

収益事業担当 

非常勤 
株式会社代表取締役社

長 

2019.3.19～ 

2022.3.18 
組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 
元・株式会社代表取締役

社長 

2019.3.19～ 

2022.3.18 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 麗澤大学 

設置者名 学校法人 廣池学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

1～2月シラバスの執筆期間を設け、各担当教員が期間内に WEB 上で執筆する。シラ

バスの内容には授業の方法及び内容、授業計画、到達目標、成績評価の方法等を含む。

4月に WEB 上で公表している。 

授業計画書の公表方法 http://syllabus.reitaku-u.ac.jp/web/show.php 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学則にて、単位の算定基準、単位の認定について定め、また各学部でも履修規程を

制定し、単位修得に必要な条件を定めている。 

学則、履修規程に基づき、各教員はシラバスに記載された成績評価の方法、基準のと

おり厳格かつ適正な成績評価を行っている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

GPA の計算方法は以下の通り。 

 

素点 100点を GP の最高点 4.0点とし、素点 60点の GP を 1.0点として換算する。 

 
 

成績評価指標として用いるとともに奨学金等の採否に利用している。 

 

「客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料」は別添付書類の通り。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.reitaku-u.ac.jp/about/policy.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学部、専攻ごとに具体的なディプロマポリシーを設け、その判断基準に沿って認定さ

れた単位を、卒業要件単位数を満たす形で修得した学生に授与している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.reitaku-

u.ac.jp/about/images/pdf/diplomapolicy.pdf 

 

  

https://www.reitaku-u.ac.jp/about/policy.html
https://www.reitaku-u.ac.jp/about/images/pdf/diplomapolicy.pdf
https://www.reitaku-u.ac.jp/about/images/pdf/diplomapolicy.pdf


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 麗澤大学 

設置者名 学校法人 廣池学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.reitaku.jp/zaisei/2015053009295786.html 
収支計算書又は損益計算書 http://www.reitaku.jp/zaisei/2015053009295786.html 
財産目録 http://www.reitaku.jp/zaisei/2015053009295786.html 
事業報告書 http://www.reitaku.jp/zaisei/2015053009295786.html 
監事による監査報告（書） http://www.reitaku.jp/zaisei/2015053009295786.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：事業計画書         対象年度：過去 3 年間 ） 

公表方法：http://www.reitaku.jp/zaisei/2015053009295786.html 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.reitaku-u.ac.jp/about/activity/activity04.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.reitaku-u.ac.jp/about/activity/activity04.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 外国語学部外国語学科  

教育研究上の目的（公表方法：大学公式ウェブサイト「教育情報の公表」） 

（概要）建学の精神「知徳一体」を基軸にした人格教育によって、多言語・多文化の平和

的共存を実現するための包括的な価値観の形成及び人格陶冶を目指す。かつ国際教養教育

により外国語・コミュニケーション能力・多文化理解能力を備えたグローバル化に対応で

きる国際的教養人を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学公式ウェブサイト「大学の方針」） 

（概要）本学は、「人類に普遍的な道徳の最高原理に基づいた教育を行い、その精神の上

に現代の科学と知識を十分に修得させる知徳一体の人材の養成」を使命としている。この

使命に基づき、次のような人物の育成を教育目標として掲げている。 

（1）大きな志をもって真理を探求し、高い品性と深い英知を備えた人物 

（2）自然の恵みと先人の恩恵に感謝し、万物を慈しみ育てる心を有する人物 

（3）自ら進んで義務と責任を果たし、国際社会に貢献できる人物 

これらの人間像を「学士力」として言い換えれば、それぞれ、次のように表現される。 

（1）物事を公平にみる力 

（2）つながる力 

（3）実行する力 

本学では、基本的にこれら 3 つの力を備えた学生が卒業を認定され、学位を授与される。 

学部、専攻ごとに具体的なディプロマポリシーを設け、それらの判断基準に沿って認定さ

れた単位を、卒業要件単位数を満たす形で修得した学生に授与するものとし、これを本学

の学位授与方針とする。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学公式ウェブサイト「大学の方

針」） 

（概要）本学では、倫理教育を核として教養全般の教育を行う。また、その教養教育を前

提として専門教育の充実を図っている。学生は、それぞれの分野においてこれらの学びを

深め、卒業認定・学位授与の方針に定める 3つの力を育むことが期待されている。 

外国語学部では、これら及び各専攻 DP に示す知識・能力を修得させるため、専攻専門科

目、卒業研究科目、共通科目、外国語科目、副専攻科目群等により構成される教育課程を

編成し、それぞれの区分から一定の単位数の修得を義務付けている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学公式ウェブサイト「大学の方針」） 

（概要）語学力・コミュニケーション能力・多文化理解能力を備えた、国際的教養人を育

成するという本学部の教育目標を達成させるため、以下の知識・能力・態度を身に付けて

いる者を求め、受け入れる。 

（1）本学外国語学部の学習内容を理解し、関心を持つ者 

（2）外国語学部での学習に必要な基礎的知識を持つ者 

（3）外国語の基礎的な運用技能を持つ者 

（4）外国語学部で学ぶ目的意識の強い者 

（5）高等学校時代の学習及び諸活動において成果を挙げた者 

本学部では、このような人材を受け入れていくために様々な入学者選抜方法を実施する。 

 

 

 

 



  

学部等名 経済学部経済学科  

教育研究上の目的（公表方法：大学公式ウェブサイト「教育情報の公表」） 

（概要）道徳と経済の一体を教育理念として、国際性と品性を備え、かつ経済理論や経済

政策に関する専門性を有する人材（経済学の理論に裏づけられた分析力を有し、現実の経

済の分析と改善策を提言できる能力をもった経済専門家）を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学公式ウェブサイト「大学の方針」） 

（概要）本学は、「人類に普遍的な道徳の最高原理に基づいた教育を行い、その精神の上

に現代の科学と知識を十分に修得させる知徳一体の人材の養成」を使命としている。この

使命に基づき、次のような人物の育成を教育目標として掲げている。 

（1）大きな志をもって真理を探求し、高い品性と深い英知を備えた人物 

（2）自然の恵みと先人の恩恵に感謝し、万物を慈しみ育てる心を有する人物 

（3）自ら進んで義務と責任を果たし、国際社会に貢献できる人物 

これらの人間像を「学士力」として言い換えれば、それぞれ、次のように表現される。 

（1）物事を公平にみる力 

（2）つながる力 

（3）実行する力 

本学では、基本的にこれら 3 つの力を備えた学生が卒業を認定され、学位を授与される。 

学部、専攻ごとに具体的なディプロマポリシーを設け、それらの判断基準に沿って認定さ

れた単位を、卒業要件単位数を満たす形で修得した学生に授与するものとし、これを本学

の学位授与方針とする。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学公式ウェブサイト「大学の方

針」） 

（概要）本学では、倫理教育を核として教養全般の教育を行う。また、その教養教育を前

提として専門教育の充実を図っている。学生は、それぞれの分野においてこれらの学びを

深め、卒業認定・学位授与の方針に定める 3つの力を育むことが期待されている。 

経済学部経済学科では、これら及び各専攻 DP に示す知識・能力を修得させるため、専攻専

門科目、共通科目、キャリア科目等により構成される教育課程を編成し、それぞれの区分

から一定の単位数の修得を義務付けている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学公式ウェブサイト「大学の方針」） 

（概要）国際性と倫理性を備え国際社会に貢献し得る人材を育成するという理念のもとに、

経済学・経営学に関する基礎的専門力を備えた人材、すなわち国際公共人を育成するとい

う本学部の教育目標を達成させるため、以下の知識・能力・態度を身に付けている者を求

め、受け入れる。 

（1）「知徳一体」の教育理念を理解し、関心を持つ者 

（2）経済学部の学習内容を理解し、関心を持つ者 

（3）経済学部での学習に必要な基礎的知識を持つ者 

（4）外国語・簿記等の基礎的な運用技能を持つ者 

（5）経済学部で学ぶ目的意識の強い者 

（6）高等学校時代の学習及び諸活動において成果を挙げた者 

本学部では、このような人材を受け入れていくために様々な入学者選抜方法を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 経済学部経営学科  

教育研究上の目的（公表方法：大学公式ウェブサイト「教育情報の公表」） 

（概要）国際性と品性を備え、道経一体経営の理念をもって、21 世紀に範を示す先駆的な

経営を探究することによって、広い視野と深い洞察力を兼ね備えた経営エキスパートを育

成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学公式ウェブサイト「大学の方針」） 

（概要）本学は、「人類に普遍的な道徳の最高原理に基づいた教育を行い、その精神の上

に現代の科学と知識を十分に修得させる知徳一体の人材の養成」を使命としている。この

使命に基づき、次のような人物の育成を教育目標として掲げている。 

（1）大きな志をもって真理を探求し、高い品性と深い英知を備えた人物 

（2）自然の恵みと先人の恩恵に感謝し、万物を慈しみ育てる心を有する人物 

（3）自ら進んで義務と責任を果たし、国際社会に貢献できる人物 

これらの人間像を「学士力」として言い換えれば、それぞれ、次のように表現される。 

（1）物事を公平にみる力 

（2）つながる力  

（3）実行する力 

本学では、基本的にこれら 3 つの力を備えた学生が卒業を認定され、学位を授与される。 

学部、専攻ごとに具体的なディプロマポリシーを設け、それらの判断基準に沿って認定さ

れた単位を、卒業要件単位数を満たす形で修得した学生に授与するものとし、これを本学

の学位授与方針とする。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学公式ウェブサイト「大学の方

針」） 

（概要）本学では、倫理教育を核として教養全般の教育を行う。また、その教養教育を前

提として専門教育の充実を図っている。学生は、それぞれの分野においてこれらの学びを

深め、卒業認定・学位授与の方針に定める 3つの力を育むことが期待されている。 

経済学部経営学科では、これら及び各専攻 DP に示す知識・能力を修得させるため、専攻専

門科目、共通科目、キャリア科目等により構成される教育課程を編成し、それぞれの区分

から一定の単位数の修得を義務付けている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学公式ウェブサイト「大学の方針」） 

（概要）国際性と倫理性を備え国際社会に貢献し得る人材を育成するという理念のもとに、

経済学・経営学に関する基礎的専門力を備えた人材、すなわち国際公共人を育成するとい

う本学部の教育目標を達成させるため、以下の知識・能力・態度を身に付けている者を求

め、受け入れる。 

（1）「知徳一体」の教育理念を理解し、関心を持つ者 

（2）経済学部の学習内容を理解し、関心を持つ者 

（3）経済学部での学習に必要な基礎的知識を持つ者 

（4）外国語・簿記等の基礎的な運用技能を持つ者 

（5）経済学部で学ぶ目的意識の強い者 

（6）高等学校時代の学習及び諸活動において成果を挙げた者 

本学部では、このような人材を受け入れていくために様々な入学者選抜方法を実施する。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.reitaku-u.ac.jp/about/organization.html 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

外国語学部 － 24人 20人 5人 4人 0人 53人 

経済学部 － 29人 11人 0人 3人 0人 43人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 118人 118人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.reitaku-u.ac.jp/about/teachers 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

全学の FD 委員会を設置し、同委員会の下、全学的な体制で以下の取組を実施している。 

（1）学生による授業評価  （2）授業公開・授業見学 （3）新任教員対象研修会 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

外国語学部 300人 345人 115％ 1,200人 1,414人 117％ 若干名 24人 

経済学部 300人 365人 121％ 1,200人 1,375人 114％ 若干名 3人 

合計 600人 710人 118％ 2,400人 2,789人 116％ 若干名 27人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

外国語学部 
314人 

（100％） 

13人 

（  4％） 

288人 

（  92％） 

13人 

（  4％） 

経済学部 
245人 

（100％） 

7人 

（  3％） 

223人 

（  91％） 

15人 

（  6％） 

合計 
559人 

（100％） 

20人 

（  4％） 

511人 

（  91％） 

28人 

（  5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

建設業：2.9％、製造業：8.0％、情報通信業：10.2％、運輸・郵便業：5.7％、卸売業：18.0％、 

小売業：13.1％、金融・保険業：5.5％、不動産・賃貸業：6.1％、宿泊・飲食業：5.3％、 

その他サービス業：17.6％、教育関連：3.3％、医療・社会福祉：1.8％、公務員：2.5％ 

（備考） 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

外国語学部 
347人 

（100％） 

277人 

（  79.8％） 

22人 

（  6.3％） 

33人 

（  9.5％） 

15人 

（  4.3％） 

経済学部 
282人 

（100％） 

222人 

（  78.7％） 

14人 

（  5％） 

42人 

（  14.9％） 

4人 

（  1.4％） 

合計 
629人 

（100％） 

499人 

（  79.3％） 

36人 

（  5.7％） 

75人 

（  11.9％） 

19人 

（  3％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 1～2月にシラバスの執筆期間を設け、各担当教員が期間内に WEB 上で執筆する。シラ

バスの内容には授業の方法及び内容、授業計画、到達目標、成績評価の方法等を含む。 

4月に WEB 上で公表している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学則にて、単位の算定基準、単位の認定について定め、また各学部でも履修規程を制定し、単

位修得に必要な条件を定めている。 

学則、履修規程に基づき、各教員はシラバスに記載された成績評価の方法、基準のとおり厳格

かつ適正な成績評価を行っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

外国語学部 外国語学科 124単位 有・無 24単位 

経済学部 
経済学科 124単位 有・無 24単位 

経営学科 124単位 有・無 24単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法： 

https://www.reitaku-u.ac.jp/about/policy.html 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

https://www.reitaku-

u.ac.jp/about/images/pdf/diplomapolicy.pdf  

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.reitaku-u.ac.jp/about/activity_publication.html 

 

  

https://www.reitaku-u.ac.jp/about/policy.html
https://www.reitaku-u.ac.jp/about/images/pdf/diplomapolicy.pdf
https://www.reitaku-u.ac.jp/about/images/pdf/diplomapolicy.pdf


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

全学部 全学科 830,000円 260,000円 856,000円 

施設費：300,000円 

寮 費（入寮者のみ）：

556,000円（最大額） 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

・各学期はじめに履修オリエンテーション、履修相談会を実施し、履修パス、履修上の注意事

項等を示している。 

・教務グループでは各学生の単位修得状況に合わせ個別に対応している。  

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

・誰もが何度でも使える個別面談の実施をしている（3 年生は必ず全員面談を行う）。 

・学内での合同及び個別企業説明会の実施をしている。 

・5つのキャリア教育科目による進路支援をしている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

・学生の心身の健康等を支援するために、健康支援センター及び学生相談室を設置してい

る。 

・健康支援センターでは、在学中の学生が円滑に教育を受けられる健康管理的な側面だけで

なく、生涯にわたって健康で安全な生活を送るために、正しい知識を身につけ、実践、応用

できることを目指し、医師・看護師等の医療従事者が心身の健康を支えている。 

・学生相談室は、大学生活への適応や年齢に応じた心理的発達の促進を目指し、専門家によ

るカウンセリングを通じた心理的援助を中心に、居場所や交流の機会の提供、教育的活動、

保護者の学生に関する相談、教職員への学生対応に関する助言、学内の支援体制への提言等

を行っている。 

・平成 30年度より大学事務局内に「障がい学生支援室」を設置し、学内外の関係部署と連携

しながら全学的な支援体制をコーディネートしている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.reitaku-u.ac.jp/about/activity_publication.html 

 

 


